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1 ご使用の前に 

1.1 はじめに 

本操作ガイドでは、rekordbox ver.6.0 以降のビデオ機能に関して説明します。Ver.6.0 より以前のバー

ジョンをご使用の場合は、rekordbox.com の FAQ よりダウンロードしてください。rekordbox 全般に

関しては、rekordbox.com の rekordbox 操作説明書をご参照ください。 

 

1.2 ビデオ機能の概要 

ビデオ機能をご使用いただくことで、映像や画像ファイルを使ったビデオパフォーマンスが可能になりま

す。 

概要については rekordbox.com をご参照ください。 

1.3 動作環境 

対応 OS、および必要なシステム（最低動作環境）につきましては、rekordbox.com を参照してくださ

い。 

 

1.4 対応コンテンツ 

以下の各コンテンツに対応しています。 

 

・ビデオ 

拡張子 : mpg, mp4, m4v, mov , avi (Windows) 

  mpg, mp4, m4v, mov (Mac) 

 

  ・動画形式 

コーデック : h.264、mpeg-4、mpeg-2 

解像度 : 1920 x 1080 まで 

 

・オーディオ形式 

LPCM(aiff)、aac、mp3 
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・イメージ 

Jpeg、png、gif(gif アニメーションは非サポート) 

※ OS およびコンピューターの環境によってはインポート、再生できない場合があります。 

 

2 アクティベーション 

ビデオ機能は、以下の①～④のいずれかの方法でご利用いただけます。 

 

① Creative Plan をご契約いただく場合：すべてのビデオ機能がご利用いただけます。 

② Core Plan をご契約いただく場合：ビデオ出力に制限があります。 

③ rekorbox サブスクリプションプランを契約しない場合：ビデオ出力に制限があります。 

④ DJ コントローラー:DDJ-RZX と組み合わせてご使用いただく場合：すべてのビデオ機能がご利用いた

だけます。 

 

rekorbox サブスクリプションプランは rekordbox.com からお申し込みいただけます。 

 

ビデオ機能をお使いになるには、最初に[環境設定] > [ビデオ] の [ビデオ機能を有効にする]にチェッ

クを入れてください。」 

 

3 DJ機器を使って演奏する 

本アプリケーションは、コンピューターと DJ 機器（DJ コントローラや CDJ/XDJ）を USB ケーブルで接

続することにより、DJ 機器から操作できます。 

対応している DJ 機器は、rekordbox.com で確認してください。 

なお、ご使用の際は接続する DJ 機器の取扱説明書も合わせてご覧ください。 

  

USB 接続の条件によっては、正常に機器が動作しない場合があります。これはご使用になっている

PC/Mac の USB ポートや USB ハブの帯域などの問題によるものです。USB ハブや USB ポートの位

置を変更することで、問題が解決する場合があります。 
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3.1 rekordbox と DJコントローラを組み合わせて使う 

 コントローラの標準的な接続パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法は pioneerdj.com にて各 DJ 機器の[Instruction Manuals]をご欄ください。 

 

4 各部の名称 

4.1 グローバルセクション 

・ビデオパネル表示ボタン 

 

ビデオパネルの表示/非表示を切り替えます。 
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4.2 ブラウズセクション 

 

 

ビデオファイル、イメージファイル、LINK ファイル、カラオケファイルには以下のアイコンが表示されま

す。 

 

: ビデオファイル 

: イメージファイル 

: LINK ファイル(ビデオファイルが関連付けられたオーディオファイル) 

: カラオケファイル 

 

・すべてのビデオ(ツリービュー) 

 

インポートされたビデオファイルが表示されます。 

・フォトカテゴリー(ツリービュー) 

 

インポートされたイメージファイルが表示されます。 
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4.3 ビデオパネル 

 

 

[1] VIDEO DECK 

DECK1                 DECK2 

  

 ビデオファイルのロードおよびビデオのプレビューが可能です。 

 

[2] プレビュー(MASTER) 

 

出力ウインドウのビデオプレビュー画面です。 

 

[49] 拡大ボタン 

 

出力ウインドウをフルサイズで表示します。 

 

[3] LINK ボタン 

 

同じ番号の DECK にロードされているオーディオファイルとビデオファイルを関連付け、次回オーディオ

ファイルロード時からビデオファイルを自動でロードします。 
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[4] ビデオクロスフェーダー 

 

DECK1 と DECK2 のビデオの輝度を調整します。 

 

[5] AUTO TRANSITION ボタン 

 

ビデオクロスフェーダーを自動で動かします。 

 

[6] RANDOM ボタン 

 

TRANSITION FX がランダムに選択されます。 

 

[7] NEXT ボタン 

 

TRANSITION FX の種類をプルダウンメニューの次の FX に切り替えます。 

 

[8] FAVORITE ボタン 

 

環境設定で設定した TRANSITION FX をダイレクトに選択します。 

 

[9] TRANSITION FX プルダウンメニュー 

 

TRANSITION FX の種類を選択します。 

 

[10] AV SYNC ボタン(クロスフェーダー) 

 

ビデオクロスフェーダー(VIDEO パネル)とオーディオ用クロスフェーダー (MIXER パネル)の連動をオン

/オフします。 

 

[11] TOUCH FX オン/オフボタン 

 

TOUCH FX を操作するための GRID、パラメーター、およびエフェクト名の表示をオン/オフします。 
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[12] TOUCH FX プルダウンメニュー(X) 

 

TOUCH FX の種類を選択します。 

 

[47] TOUCH FX プルダウンメニュー(Y) 

 

映像効果の種類を選択します。 

 

[13] HOLD ボタン 

 

TOUCH FX の HOLD をオン/オフします。 

HOLD がオフのとき、画面をクリックしている間だけエフェクトがオンになります。 

HOLD がオンのとき、オフにするまで最後にクリックしたエフェクトが持続します。 

 

[48] AV SYNC ボタン(エフェクト) 

 

TOUCH FX とオーディオエフェクトとの連動をオン/オフします。 

 

[14] TEXT ボタン 

 

TEXT 画面を表示します。 

 

[25] IMAGE ボタン 

 

IMAGE 画面を表示します。 

 

[36] CAMERA ボタン 

 

CAMERA 画面を表示します。 
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*出力ウインドウ 

出力映像表示用のウインドウです。プレビュー(MASTER)をダブルクリックすると表示されます。 

 

 

4.4 TEXT表示部 

ビデオにテキストを重ねて表示します(対象はプレビュー(MASTER)のみ)。 

 

 

[15] TEXT プレビューボタン 

 

プレビュー(MASTER)へのテキストの表示をオン/オフします。 

 

[16] TEXT 出力ボタン 

 

出力映像およびプレビュー(MASTER)へのテキストの表示をオン/オフします。 
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[17] TEXT 入力ボックス 

 

テキストを入力します。 

 

[18] FONT 設定ボタン 

 

テキストのフォント、およびカラーを選択します。 

*テキストの表示サイズの調整については、TEXT サイズ調整ノブにて行います。 

 

[19] TEXT 保存ボタン 

 

入力したテキストをリストに保存します。 

 

[20] TEXT クリアボタン 

 

TEXT 入力ボックスに表示されたテキストをクリアします。 

 

[21] TEXT アニメーション調整ノブ 

 
テキストに対するアニメーションのスピードを調整します。 

 

[22] TEXT 透明度調整ノブ 

 
テキストの透明度を調整します。 

 

[23] TEXT サイズ調整ノブ 

 

テキストの表示サイズを調整します。 
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[24] TEXT 配置調整 XY パッド 

 

テキストの表示位置を調整します。 

 

4.5 IMAGE表示部 

 

ビデオにイメージを重ねて表示します(対象はプレビュー(MASTER)のみ)。 

 

 

[26] IMAGE プレビューボタン 

 

プレビュー(MASTER)へのイメージの表示をオン/オフします。 

 

[27] IMAGE 出力ボタン 

 

出力映像およびプレビュー(MASTER)へのイメージの表示をオン/オフします。 

 

[28] IMAGE ファイルボックス 

 

選択されたイメージファイルが表示されます。 
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[29] IMAGE OPEN ボタン 

 

フォルダが開きます。その中から任意のイメージファイルを選択します。 

 

[30] IMAGE 保存ボタン 

 

IMAGE ファイルボックスに表示されたイメージファイルをリストに保存します。 

 

[31] IMAGE クリアボタン 

 

IMAGE ファイルボックスに表示されたイメージファイルをクリアします。 

 

[32] IMAGE アニメーション調整ノブ 

 
イメージに対するアニメーションのスピードを調整します。 

 

[33] IMAGE 透明度調整ノブ 

 
イメージの透明度を調整します。 

 

[34] IMAGE サイズ調整ノブ 

 

イメージの表示サイズを調整します。 

 

[35] IMAGE 配置調整 XY パッド 

 

イメージの表示位置を調整します。 
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4.6 CAMERA表示部 

ビデオにカメラを重ねて表示します(対象はプレビュー(MASTER)のみ)。 

 

 

[37] CAMERA プレビューボタン 

 

プレビュー(MASTER)へのカメラの表示をオン/オフします。 

 

[38] CAMERA 出力ボタン 

 

出力映像およびプレビュー(MASTER)へのカメラの表示をオン/オフします。 

 

[39] CAMERA DEVICE ボックス 

 

クリックすると接続されたカメラデバイスがプルダウンメニューに表示されますので任意のものを 

選択して下さい。選択されたカメラデバイスがボックスに表示されます。 

 

*ビデオ機能で使用するためには、UVC(USB Video Class)タイプのカメラを接続して下さい。 

それ以外のカメラは認識されません。 

 

[40] CAMERA DEVICE クリアボタン 

 

CAMERA DEVICE ボックスに表示されたカメラデバイスをクリアします。 
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[41] CAMERA 透明度調整ノブ 

 
カメラの透明度を調整します。 

 

[42] CAMERA サイズ調整ノブ 

 

カメラの表示サイズを調整します。 

 

[43] CAMERA 配置調整 XY パッド 

 

カメラの表示位置を調整します。 

 

4.7 SLIDESHOW表示部 

[44] SLIDESHOW プレイリスト表示ボックス 

 

SLIDESHOW プレイリストを表示します。ツリービューのフォトカテゴリーから任意の SLIDESHOW プ

レイリストをここへドラッグ＆ドロップして指定します。 

 

[45] SLIDESHOW PLAY/PAUSE ボタン 

 

SLIDESHOW を実行もしくは一時停止します。 

 

[46] SLIDESHOW STOP ボタン 

 
SLIDESHOW を停止します。 
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5 基本的な操作 

5.1 ビデオパネルを表示する 

1 グローバルセクションのビデオパネル表示ボタンをクリックする。 

 

ビデオパネルが表示されます。 

 

＊[環境設定] > [ビデオ] > [ビデオ機能を有効にする]にチェックが入っていない場合は 

表示されません。 

 

5.2 ビデオファイル/イメージファイルをインポートする 

5.2.1 ビデオファイルのインポート 

rekordbox の画面外にあるビデオファイルを rekordbox 内の以下のいずれかにドラッグ&ドロップしま

す。 

・[ツリービュー]の[コレクション]、もしくは[プレイリスト]へドラッグ&ドロップ 

 

  

 

*ビデオファイルが保存されたフォルダを[プレイリスト]の下へドラッグ&ドロップして、プレイリス

トとして追加することもできます。 

 

・[コレクション]のトラックリスト、もしくは[プレイリスト]のトラックリストへドラッグ&ドロップ 
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*ビデオファイルが格納されたフォルダをドラッグ&ドロップすることもできます。 

 

ビデオファイルがインポートされて、[コレクション]、もしくは[プレイリスト]にビデオファイルが表示

されます。 

 

*ビデオファイルを Deck にドラッグ&ドロップした場合もインポートされます。 

その場合、[コレクション]にビデオファイルが表示されます。 

（Video Deck へドラッグ&ドロップした場合、ロードはされますがインポートはされません。） 

 

5.2.2 イメージファイルのインポート 

イメージファイル用のプレイリストの作成 

1 ブラウズセクションのツリービューから、フォトカテゴリー         を選択する。 

2 フォトカテゴリーから Photo Playlists                を選択し、 

  ボタンをクリックする。 

 

イメージ用のプレイリストが作成されます。 

・選択してクリックするとプレイリストの名称を編集できます。 

イメージファイルのインポート 

rekordbox の画面外にあるイメージファイルを rekordbox 内の以下のいずれかにドラッグ&ドロップし

ます。 

・ツリービューのフォトカテゴリー内で作成したプレイリストへドラッグ&ドロップ 

 

*イメージファイルが格納されたフォルダを Photo Playlists 以下へドラッグ&ドロップして、 

プレイリストとして追加することもできます。 

 

・[All Photos]のトラックリスト、またはフォトカテゴリー内で作成したプレイリストのトラックリス

トへドラッグ&ドロップ 
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*イメージファイルが格納されたフォルダをドラッグ&ドロップすることもできます。 

 

イメージファイルがインポートされて、作成したプレイリスト内にイメージファイルが表示されます。 

 

5.3 ビデオをロードする 

1 ツリービューの[コレクション]、もしくは[すべてのビデオ]を選択する。 

2 [コレクション]、もしくは[すべてのビデオ]からビデオファイルを選択し、DECK1 もしくは

DECK2 にドラック＆ドロップする。 

ビデオがロードされます。 

 

オーディオを含まないビデオのみのファイル、もしくはオーディオを含むビデオファイルのビデオ部分の

みをロードしたい場合は、VDEO DECK1 もしくは VIDEO DECK2 にドラック&ドロップします。 

 

 

5.4 ビデオを再生する 

1 ビデオをロードした DECK の PLAY ボタン  をクリックする。 

ビデオが再生されます。 

 

オーディオを含まないビデオのみのファイル、もしくはオーディオを含むビデオファイルのビデオ部分の

みを単独で再生することはできません。同じ DECK にオーディオファイルをロードしてください。 
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5.5 TOUCH FX を使う 

 

 

各 DECK にて TOUCH FX ボタンをオンにすると、GRID、パラメーター、およびエフェクト名が表示され

ます。 

 

水平方向のタッチ操作により、TOUCH FX の効果が変化します。 

TOUCH FX プルダウンメニュー(X)        により、以下の TOUCH FX が選択できます。 

ZOOM : 映像を拡大または縮小します。 

KALEIDO : 映像に万華鏡のような効果を与えます。 

STROBE : 映像に明滅する効果を与えます。 

EDGES : 映像を縁取る効果を与えます。 

BLUR : 映像にぼかしがかかる効果を与えます。 

BLOCK : 映像をブロック状に並べて出力します。 

SPLIT SCROLL：ブロック状に分割された映像が左右にスライドする効果を与えます。 

LIGHTBEAM：映像の明度を強めながら、閃光を加えるような効果を与えます。 

EXPOSE：映像の露出を強め、白黒を反転させる効果を与えます。 

FEEDBACK：画面の中心から周辺に向かって映像が幾重にも重なって表示される効果を与えます。 

STRIPE：映像に縦縞模様のような効果を与えます。 

FLOOD：映像が横方法ににじんでいくような効果を与えます。 

BEN DAY：映像がドット状に分裂していくような効果を与えます。 

INCREMENT：映像が増殖するような効果を与えます。 

DOT：映像がピクセル状になっていく効果を与えます。 

RGB TRIP：映像の RGB 成分が変化しながら、ズームインとズームアウトを繰り返す効果を与えます。 
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RGB LOOP：映像が RGB 各色へ切り替わる効果を与えます。 

LUMINOUS：映像が定期的に発光するような効果を与えます。 

NEON：映像の輪郭が発光して強調され、ネオンサインのような効果を与えます。 

SMUDGE：映像が残像を残しながら、溶けるように崩れていく効果を与えます。 

THERMO：映像にサーモグラフィをかけたような効果を与えます。 

MOSAIC：映像の解像度を低下させ、モザイク効果を与えます。 

SPIN：映像が横方向に回転しているような効果を与えます。 

TWIST：映像が縦方向に分割され、螺旋状に回転する効果を与えます。 

 

AV SYNC がオンの場合、水平方向のタッチ操作により BEAT FX の効果が変化します。 

* FX パネルの BEAT FX とは同時に使用できません(TOUCH FX がオンの間、FX パネル側の BEAT FX は

オフになります)。 

 

TOUCH FX と BEAT FX の関連付けについては環境設定で変更できます。 

 

垂直方向のタッチ操作により映像効果が変化します。 

TOUCH FX プルダウンメニュー(Y)           により、以下の映像効果が選択できます。 

BRIGHTNESS：明度を調整します。 

CONTRAST：コントラストを調整します。 

COLOR EXTRACTOR：一部の色を残しつつ、映像をモノクロにします。 

FILTER：フィルターを調整します。 

SATURATION：彩度を調整します。 

SHARPEN：映像をシャープにします。 

 

同様に垂直方向のタッチ操作により CFX の効果が変化します。 

*CFX パネルの CFX とは同時に使用できません(TOUCH FX がオンの間、CFX パネル側の CFX はオフにな

ります)。 

TOUCH FX と CFX の関連付けについては環境設定で変更できます。 

5.6 LINKを使う 

1 同じ番号の DECK にビデオファイルとオーディオファイルがロードされている状態で LINK ボ

タン      をクリックする。 

ビデオファイルとオーディオファイルが関連付けられ、次回オーディオファイルロード時 

からビデオファイルも自動でロードされます。 

2 もう一度 LINK ボタンをクリックする。 

LINK が解除されます。 
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5.7 TRANSITION FXを使う 

ビデオクロスフェーダー         を使ってビデオを切り替える際に TRANSITION FXを使うこ

とができます。 

TRANSITION FX プルダウンメニュー       により、以下の TRANSITION FX が選択できます。 

 

ADDITIVE : 2 つの映像の明るい部分が残ったまま切り替わります。 

FADE : 2 つの映像が混ざりながら切り替わります。 

DIFFERENCE : 2 つの映像の差分が表示されながら切り替わります。 

LUMA KEY DARK : 切り替え元の映像の輝度の低い所から切り替わります。 

LUMA KEY BRIGHT : 切り替え元の映像の輝度の高い所から切り替わります。 

RGB : 2 つの映像が色ごとに切り替わります。 

PUSH : 切り替え先の映像が切り替え元の映像を水平方向に押しのけるように切り替わります。 

WIPE H : 切り替え先の映像が切り替え元の映像に水平方向に上書きされるように切り替わります。 

WIPE V : 切り替え先の映像が切り替え元の映像に垂直方向に上書きされるように切り替わります。 

SQUEEZE H : 切り替え先の映像が伸張し、切り替え元の映像が縮小しながら、水平方向に押しのけるよ

うに切り替わります。 

SQUEEZE V : 切り替え先の映像が伸張し、切り替え元の映像が縮小しながら、垂直方向に押しのけるよ

うに切り替わります。 

GRID : 小さく分割された画面ごとに、切り替え先の映像に変化するように映像が切り替わります。 

CUBE : 水平方向に回転する箱状の物体の面に 2 つの映像が映るように映像が切り替わります。 

SPIN H : 画面全体が水平方向に回転するように映像が切り替わります。 

SPIN V : 画面全体が垂直方向に回転するように映像が切り替わります。 

SWITCH : 2 つの映像がフェーダーの中心で瞬時に切り替わります。 

EXTREME CUT : 2 つの映像が切り替え元のフェーダーの端付近で瞬時に切り替わります。 

EXTREME HOLD : 2 つの映像が切り替え先のフェーダーの端付近で瞬時に切り替わります。 

SWAP : 2 つの映像の大きさと透明度が変化しながら水平方向に切り替わります。 

FLIP : 裏返りながらサイズが変化する小窓が重なりながら切り替わります。 

BLINK：2 つの映像が短い時間間隔で交互に表示されながら切り替え先の映像へ切り替わります。 

ELLIPSE：画面の中心から周辺に向かって、楕円状に広がるように切り替え先の映像へ切り替わります。 

GRID 2：小さく分割された画面ごとに、切り替え先の映像に変化するように切り替わります。 

PIXEL FADE：モザイク効果がかかりながら、切り替え先の映像に切り替わります。 

DOOR：画面の中央からドアが開くように、切り替え先の映像へ切り替わります。 

BLINDS：垂直方向の細かいストライプが横にスライドするように切り替わります。 
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DROP：切り替え元の映像が画面下部に向かって溶け落ちるように切り替わります。 

LATTICE：2 つの映像が細かい四角状に表示されながら切り替わります。 

WAVE：2 つの映像が波状にゆらめきながら切り替わります。 

BURST：画面の中央から破裂するように、切り替え先の映像へ切り替わります。 

DISPLACE：切り替え元の映像が滲みながら、切り替え先の映像に切り替わります。 

GLOW FADE：切り替え元の映像が発光しながら、切り替え先の映像に切り替わります。 

 

5.8 TEXTを表示する 

 

 

1 TEXT 入力ボックス              に任意のテキストを入力する。 

TEXT 入力ボックスに入力したテキストが表示されます。 

2 TEXT クリアボタン   をクリックする。 

TEXT 入力ボックスに表示されたテキストがクリアされます。 

3 TEXT 保存ボタン        をクリックする。 

TEXT 入力ボックスに表示されたテキストがリストに保存されます。 

4 TEXT プレビューボタン        をクリックする。 

プレビュー(MASTER)にテキストが表示されます。 

5 FONT ボタン        をクリックする。 

テキストのフォント、カラーなどを選択するための画面が表示されます。 

6 TEXT サイズ調整ノブ を回す。 

テキストのサイズが変化します。 

7 TEXT 透明度調整ノブ を回す。 

テキストの透明度が変化します。 
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8 TEXT アニメーション調整ノブ を回す。 

テキストに対するアニメーションのスピードが変化します(アニメーションの種類は環境設定 

で変更できます)。 

 

9 TEXT アニメーション調整ノブ をダブルクリックする。 

テキストに対するアニメーションが停止します(ノブの位置は自動的にセンターに移動しま 

す)。 

10 TEXT 配置調整 XY パッド の任意の位置をクリックする。 

クリックした位置に応じてテキストの表示位置が変化します。 

11 TEXT 出力ボタン        をクリックする。 

出力映像(出力ウインドウ)およびプレビュー(MASTER)にテキストが表示されます。 

 

5.9 IMAGEを表示する 

 

 

1 IMAGE OPEN ボタン        をクリックする。 

フォルダが開きますので任意のイメージファイルを選択します。 

      選択したファイルは IMAGE ファイルボックス              に表示されます。 

2 IMAGE クリアボタン   をクリックする。 

IMAGE ファイルボックスに表示されたイメージがクリアされます。 

3 IMAGE 保存ボタン        をクリックする。 

IMAGE ファイルボックスに表示されたイメージがリストに保存されます。 
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4 IMAGE プレビューボタン        をクリックする。 

プレビュー(MASTER)にイメージが表示されます。 

5 IMAGE サイズ調整ノブ を回す。 

イメージのサイズが変化します。 

 

6 IMAGE 透明度調整ノブ を回す。 

イメージの透明度が変化します。 

7 IMAGE アニメーション調整ノブ を回す。 

イメージに対するアニメーションのスピードが変化します(アニメーションの種類は環境設定 

で変更できます)。 

8 IMAGE アニメーション調整ノブ をダブルクリックする。 

イメージに対するアニメーションが停止します(ノブの位置は自動的にセンターに移動 

します)。 

9 IMAGE 配置調整 XY パッド の任意の位置をクリックする。 

クリックした位置に応じてイメージの表示位置が変化します。 

10 IMAGE 出力ボタン        をクリックする。 

出力映像(出力ウインドウ)およびプレビュー(MASTER)にイメージが表示されます。 
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5.10 CAMERAを表示する 

 

 

1 CAMERA DEVICE ボックス              をクリックする。 

接続されたカメラデバイスのリストが表示されますので任意のものを選択します。ビデオ機能

で使用するためには、UVC(USB Video Class)タイプのカメラを接続して下さい。それ以外の

カメラは認識されません。 

選択したデバイスは CAMERA DEVICE ボックスに表示されます。 

2 CAMERA DEVICE クリアボタン   をクリックする。 

CAMERA DEVICE ボックスに表示されたカメラデバイスがクリアされます。 

3 CAMERA プレビューボタン        をクリックする。 

プレビュー(MASTER)にカメラが表示されます。 

4 CAMERA サイズ調整ノブ を回す。 

カメラのサイズが変化します。 

5 CAMERA 透明度調整ノブ を回す。 

カメラの透明度が変化します。 

6 CAMERA 配置調整 XY パッド の任意の位置をクリックする。 

クリックした位置に応じてカメラの表示位置が変化します。 

7 CAMERA 出力ボタン                をクリックする。 

出力映像(出力ウインドウ)およびプレビュー(MASTER)にカメラが表示されます。 
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5.11 SLIDESHOWを表示する 

1 ツリービューのフォトカテゴリー              から、任意の SLIDESHOW プレイリストを

SLIDESHOW プレイリスト表示ボックス にドラッグ&ド

ロップする。 

SLIDESHOW プレイリスト表示ボックスに SLIDESHOW プレイリストが表示されます。 

2 SLIDESHOW PLAY/PAUSE ボタン          をクリックする。 

SLIDESHOW が開始されます。 

表示時間や表示順、リピートの設定を変更したい場合は環境設定より変更できます。 

 

6 その他の操作 

6.1 同期補正 

環境設定でオーディオ(MASTER)とビデオ(MASTER)の同期が補正できます。 

スライダーを+方向に動かすとビデオが進み、-方向に動かすとビデオが遅れます。 

-500msec～+500msec の範囲で補正が可能です。 

 

6.2 ビデオミュート 

ポーズ中など、オーディオ非再生時にビデオ(MASTER)をミュートできます。環境設定でオン/オフが設

定可能です。 

 

6.3 ビジュアライザー 

DECK1 および DECK2 においてビデオなしの楽曲がロードされた場合、当該 VIDEO DECK にビジュアラ

イザーを表示することができます。ビジュアライザーの種類については以下から選択できます。 

 

[Mac の場合] 

・本アプリケーションにプリセットされたビジュアライザー 

・ビデオファイル 

・楽曲のアートワーク 
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[Windows の場合] 

・ビデオファイル 

・楽曲のアートワーク 

 

選択方法の詳細については環境設定を参照してください。 

 

6.4 カラオケ 

拡張子が mp3 形式と cdg 形式の 2 つのファイルから構成されるカラオケファイルを再生することができ

ます。 

 

1 拡張子が mp3 形式と cdg 形式の 2 つのファイルを PC 内の同一フォルダに置く。 

*上記 2 つのファイル名称は同じにしてください。 

 

2 拡張子が mp3 形式のファイルを DECK1 もしくは DECK2 にロードする。 

3 DECK1 もしくは DECK2 において拡張子が mp3 形式のファイルを再生する。 

 

VIDEO DECK1 もしくは VIDEO DECK2 において、拡張子が cdg 形式のファイルの内容が表

示されます。 

 

＊コンテンツによっては正常に再生できない場合があります。 

 

6.5 Syphon Out 

Syphon に対応した他のアプリケーションへ、ビデオ(MASTER)の出力が可能です。 

 

*Mac のみに対応しています。 

 

環境設定で出力のオン/オフが選択できます。 
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7 環境設定 

・ビデオ機能を有効にする 

ビデオ機能を使う時にチェックを入れます。もしビデオ機能を使わない場合はチェックを外して下さい。

CPU 負荷を下げることができます。 

・出力設定 

 画質：画質設定[高/中/低]を選びます。 

・TRANSITION FX 設定 

FAVORITE：ALL より TRANSITION FX を 5 個まで選んで ADD ボタンで登録します。 

   DEL ボタンで登録を解除します。 

 AUTO TRANSITION：[SPEED 設定]を選びます。 

・TEXT 設定 

 アニメーション：TEXT のアニメーション[スクロール/回転]を選びます。 

・IMAGE 設定 

 アニメーション：IMAGE のアニメーション[スクロール/回転/Box*]を選びます。 

*BOX:画像が箱状の物体の表面に張り付くように水平に回転します。 

・CAMERA 設定 

USB カメラ接続監視：USB カメラ接続の監視[有効/無効]を選びます。 

・SLIDESHOW 設定 

表示順: [先頭から/シャッフル]表示を選びます。 

リピート: SLIDESHOW のリピート[On/Off]を選びます。 

表示時間：1 枚の画像を表示する時間を選びます。 

・同期補正 

オーディオとビデオの同期が補正できます。 

・ビデオミュート 

デッキ 1、デッキ 2：デッキ毎にオーディオ非再生時のビデオミュートの[On/Off]を選びます。 

・チャンネルフェーダー 

デッキ 1、デッキ 2：デッキ毎に[チャンネルフェーダーに連動してビデオの輝度が変化します]を指定し

ます。 

・TOUCH FX X 軸設定：TOUCH FX と BEAT FX の関連付けを行います。 

・TOUCH FX Y 軸設定：TOUCH FX と CFX の関連付けを行います。 

・TOUCH FX X 軸方向設定：[右に行く程 FX の効果が強い/左に行く程 FX の効果が強い]から選択できま

す。 

・ビデオなしで楽曲がロードされた場合の処理：DECK1 もしくは DECK2 にビデオなしの楽曲がロード

された場合に VIDEO DECK に表示するビジュアライザーを選択することができます。 

Mac の場合、以下から選択できます。 
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[ビジュアライザーを選択して表示/ 

ビジュアライザーをランダムに表示/ 

楽曲ロード時にビジュアライザーを選択して表示/ 

指定フォルダのビデオを選択して表示/ 

指定フォルダのビデオをランダムに表示/ 

楽曲ロード時に指定フォルダのビデオを選択して表示/ 

楽曲のアートワークを表示/ 

何もしない] 

 

Windows の場合、以下から選択できます。 

 

[指定フォルダのビデオを選択して表示/ 

指定フォルダのビデオをランダムに表示/ 

楽曲ロード時に指定フォルダのビデオを選択して表示/ 

楽曲のアートワークを表示/ 

何もしない] 

 

・サンプルビデオをダウンロード: 

当社 Web サイトからサンプルビデオをダウンロードできます。 

*OS 標準のダウンロードフォルダに”visualizer.zip”という名称のファイルがダウンロードされます。 

 

ダウンロード後、以下に示す指定フォルダにコピーすることによって、ビジュアライザーとして使用する

ことができます。 

<指定フォルダ(デフォルト)>  

Windows の場合:<ユーザーホーム>/ビデオ/PioneerDJ 

Mac の場合:<ユーザーホーム>/ムービー/PioneerDJ 

*ダウンロードファイル”visualizer.zip”を指定フォルダにそのままコピーした場合、環境設定>ビデオ]を

表示した際に本アプリケーションが自動的に解凍し、解凍後に同ファイルを削除します。 

 

*ダウンロードファイル”visualizer.zip”がブラウザ等によって解凍された場合は、各ファイルを指定フォ

ルダのルートにコピーしてください(サブフォルダは認識されません)。 

 

・Syphon Out 設定: [オン/オフ] が選択できます。 
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8 オンラインサポートのご利用について 

rekordbox の操作方法や技術的な質問をお問い合わせいただく前に、rekordbox のマニュアルをお読み

いただくとともに、rekordbox サイト（rekordbox.com）に掲載されている FAQ をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・rekordboxTMは、AlphaTheta 株式会社の登録商標です。 

・Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

・Mac および macOS は、米国および他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。 

・Intel®は Intel Corporation の米国ならびにその他の国における商標または登録商標です。 

・その他記載されている商品名、技術名および会社名等は、各社の商標または登録商標です。 
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